
企業立地新たなステージへ
　
２
０
１
２
年
、
千
葉
県
の
企
業
立
地
政
策
は
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
。
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
料
金

引
き
下
げ
継
続
、
圏
央
道
木
更
津
東
―
東
金
間
の
開
通
な
ど
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
追
い
風
に
、
二
つ
の
工

業
団
地
の
造
成
を
決
定
。
県
の
工
業
団
地
整
備
着
手
は
実
に

年
ぶ
り
と
な
る
。
誘
致
が
伸
び
悩
ん
で
い
た

「
か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
パ
ー
ク
」
の
再
生
戦
略
も
策
定
し
、
立
地
規
制
緩
和
に
着
手
す
る
。
都
心
と
２
大
空
港

へ
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
を
生
か
し
、
千
葉
県
は
首
都
圏
の
産
業
集
積
地
と
し
て
の
存
在
感
を
増
す
。

２
工
業
団
地
を
造
成
袖
ケ
浦
と
茂
原
、
来
年
度
着
工

支
援
施
策
さ
ら
に
拡
充
中
小
企
業
の
立
地
促
進
狙
う

進
む
イ
ン
フ
ラ
整
備
圏
央
道
、
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
直
結
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▲
料
金
引
き
下
げ
が
継
続
さ

れ
て
い
る
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ

イ
ン

千
葉
県
提
供

　
県
南
部
の
木
更
津
北
Ｉ
Ｃ

か
ら
約
５

に
位
置
す
る

「
か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
パ
ー

ク
」

木
更
津
市

は
、
バ

イ
オ
、
Ｉ
Ｔ
産
業
の
国
際
的

な
研
究
開
発
拠
点
を
目
指
し

て
バ
ブ
ル
期
に
造
成
さ
れ

た
。
し
か
し
そ
の
後
の
景
気

低
迷
や
団
地
コ
ン
セ
プ
ト
と

企
業
ニ
ー
ズ
の
不
一
致
で
、

現
在
で
も
民
間
企
業
用
地
の

約
４
割
が
売
れ
残
る
。

年

に
は
運
営
す
る
第
三
セ
ク
タ

ー
が
民
事
再
生
法
を
適
用
、

民
間
企
業
の
ス
ポ
ン
サ
ー
で

再
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　
県
は
３
月
、
同
団
地
の
再

生
計
画
を
策
定
。
圏
央
道
と

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
整
備
進
展

で
「
よ
う
や
く
本
来
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
発
揮
で
き
る
環

境
が
整
っ
て
き
た
」
と
し
、

年
度
か
ら
立
地
規
制
緩
和

を
進
め
て
、
企
業
が
進
出
し

や
す
い
条
件
整
備
を
整
え

る
。

　
ポ
イ
ン
ト
は
誘
致
対
象
業

種
の
拡
大
。
従
来
は
バ
イ

オ
、
Ｉ
Ｔ
、
航
空
宇
宙
な
ど

先
進
的
な

分
野
に
限
っ
て

い
た
が
、
今
後
は
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
健
康
医
療
な
ど
の
成

長
分
野
を
含
め
、
幅
広
い
業

種
に
拡
大
す
る
方
針
だ
。
研

究
所
を
重
視
し
た
誘
致
戦
略

も
転
換
す
る
。
ま
た
現
在
の

企
業
の
投
資
規
模
に
比
べ
大

き
す
ぎ
る
分
譲
区
画
を
分
割

・
小
規
模
化
し
て
い
く
。
こ

の
ほ
か
、
賃
料
免
除
や
立
地

奨
励
金
な
ど
の
諸
制
度
の
拡

充
も
検
討
す
る
。

　
民
営
化
さ
れ
た
団
地
経
営

会
社
も
、
関
東
地
方
最
大
の

リ
ゾ
ー
ト
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

施
設
を
目
指
し
、
ホ
テ
ル
や

サ
ー
ビ
ス
施
設
の
質
向
上
と

機
能
強
化
に
取
り
組
む
。
官

民
双
方
の
知
恵
を
結
集
し
て

団
地
の
魅
力
向
上
に
挑
む
。

　
新
た
に
造
成
を
決
め
た
工

業
団
地
は
、
袖
ケ
浦
市
椎
の

森
の
「
袖
ケ
浦
椎
の
森
工
業

団
地

２
・
３
期

」

開

発
面
積

・
４

と
、
茂

原
市
下
太
田
の
「
茂
原
に
い

は
る
工
業
団
地
」

同

・

４

。

年
度
に
着
工

し
、

年
度
に
分
譲
を
始
め

る
予
定
だ
。
両
団
地
は
誘
致

対
象
業
種
を
原
則
と
し
て
制

限
せ
ず
、
幅
広
い
業
種
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
。
整
備
費

用
は
合
計
約

億
円
で
、
誘

致
に
よ
り
合
計
１
２
８
０
人

の
雇
用
創
出
を
見
込
む
。

　
最
大
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン

ト
は
首
都
圏
各
県
や
空
港
へ

の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
だ
。
袖

ケ
浦
工
団
は
館
山
自
動
車
道

・
姉
崎
袖
ケ
浦
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ

Ｉ
Ｃ

か
ら
約
２

・
５

、
茂
原
工
団
は

年
度
に
開
通
予
定
の
圏
央
道

・
茂
原
北
Ｉ
Ｃ

仮
称

か

ら
約
２
・
５

と
、
そ
れ

ぞ
れ
車
で
５
分
圏
内
と
い
う

好
立
地
だ
。

　
県
が
団
地
造
成
を
再
開
し

た
背
景
に
は
、
販
売
で
き
る

工
業
用
地
の
深
刻
な
不
足
が

あ
る
。

年
に
厳
し
い
経
済

状
況
下
で
工
業
団
地
の
新
規

造
成
を
凍
結
し
て
以
来
、
約

年
間
で
県
内
の
分
譲
可
能

な
工
業
用
地
面
積
は
約
５
０

０

か
ら
約
２
０
０

ま
で

減
少
し
た
。
中
で
も
好
条
件

の
臨
海
部
団
地
は
１
４
０

か
ら

ま
で
急
減
。
圏
央

道
内
側
の
団
地
も
２
２
５

か
ら

ま
で
減
っ
た
。
企

業
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
に
も
、
新
工
業
団
地

の
造
成
は
急
務
だ
っ
た
。

　
造
成
の
決
め
手
と
な
っ
た

の
が
県
内
の
道
路
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
進
展
だ
。
ま
ず
県
を

縦
に
貫
き
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ

イ
ン
に
直
結
す
る
圏
央
道

で
、

年
度
内
に
木
更
津
東

Ｉ
Ｃ
か
ら
茂
原
を
経
て
東
金

Ｉ
Ｃ
に
至
る
経
路
、
合
計

・
９

が
開
通
す
る
。
湾

岸
部
と
内
陸
部
を
つ
な
ぐ
高

速
幹
線
道
路
の
完
成
で
、
周

辺
県
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
飛
躍

的
に
向
上
。
特
に
羽
田
と
成

田
の
二
つ
の
国
際
空
港
へ
の

利
便
性
が
高
ま
る
。
茂
原
市

か
ら
羽
田
空
港
へ
の
所
要
時

間
は

分
短
縮
さ
れ

分
に

な
る
。

　
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
通
行
料

金
引
き
下
げ
の
継
続
も
企
業

誘
致
に
寄
与
す
る
。
値
下
げ

社
会
実
験
開
始
の

年
８
月

か
ら

年
１
月
ま
で
の
交
通

量
は
、
実
験
前
に
比
べ
平
均

で
５
割
以
上
増
加
。
中
で
も

平
日
の
大
型
車
交
通
量
は
倍

増
し
た
。

　
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
は
震
災
時

に
は
首
都
高
速
道
路
の
代
替

経
路
に
使
用
さ
れ
、
防
災
イ

ン
フ
ラ
と
し
て
の
重
要
性
も

認
知
さ
れ
た
。

　
社
会
実
験
は
木
更
津
市
の

人
口
増
加
に
も
貢
献
し
、
三

井
不
動
産
が
４
月
に
首
都
圏

最
大
級
の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ

ー
ル
「
三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

パ
ー
ク
木
更
津
」
を
開
業
す

る
な
ど
商
業
施
設
の
誘
致
に

も
つ
な
が
っ
た
。
料
金
引
き

下
げ
は

年
３
月
末
ま
で
の

予
定
だ
が
、
森
田
健
作
知
事

は
繰
り
返
し
「
必
ず
恒
久
化

さ
せ
る
」
と
述
べ
、
国
へ
の

働
き
か
け
を
強
め
て
い
る
。

　
交
通
網
の
整
備
で
「
弱
点

だ
っ
た

半
島
性

は
解
消

さ
れ
、
千
葉
県
は
東
日
本
と

西
日
本
を
両
方
に
ら
め
る
立

地
に
な
っ
た
」

千
葉
県
商

工
労
働
部
企
業
立
地
課
誘
致

推
進
室

。

　
従
来
、
千
葉
県
の
企
業
立

地
は
湾
岸
部
や
西
部
に
集
中

し
て
い
た
が
、
今
後
は
南
部

や
内
陸
部
ま
で
広
が
る
可
能

性
が
あ
る
。

　
既
存
団
地
の
引
き
合
い
も

堅
調
に
推
移
し
て
い
る
。
国

の
工
場
立
地
動
向
調
査
に
よ

る
と
、

年
の
千
葉
県
の
立

地
件
数
は

件
。
前
年
比
１

件
増
と
震
災
の
中
で
も
善
戦

し
た
。
震
災
か
ら
し
ば
ら
く

は
企
業
に
臨
海
部
を
避
け
る

傾
向
が
あ
っ
た
が
、
現
在
で

は
利
便
性
の
良
さ
か
ら
引
き

合
い
は
戻
っ
た
と
い
う
。
特

に
湾
岸
部
は
物
流
施
設
の
誘

致
が
好
調
。
企
業
が
コ
ス
ト

削
減
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
再
構
築
を
急
ぐ
中
で
、
大

手
企
業
の
自
社
倉
庫
や
、
マ

ル
チ
テ
ナ
ン
ト
型
物
流
施
設

の
立
地
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
地
盤
の
安
定
し

た
下
総
台
地
エ
リ
ア
も
企
業

の
注
目
を
集
め
て
い
る
。
す

で
に
災
害
リ
ス
ク
に
敏
感
な

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
集

積
が
進
ん
で
い
る
が
、
震
災

を
経
て
一
般
企
業
の
立
地
も

増
え
そ
う
だ
。

　
千
葉
県
は
全
国
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
企
業
立
地
優
遇

制
度
を
持
つ
が
、
さ
ら
に
支

援
内
容
を
拡
充
し
て
い
く
。

４
月
に
中
小
企
業
の
立
地
促

進
に
向
け
て
立
地
企
業
補
助

金
制
度
を
改
正
し
た
。
対
象

は
従
業
員
２
０
０
人
以
上
の

企
業
が
本
社
を
千
葉
県
内
に

立
地
す
る
場
合
の
補
助
。
こ

れ
ま
で
補
助
金
は
立
地
に
伴

う
投
下
固
定
資
産
額
が

億

円
以
上
の
場
合
に
限
っ
て
い

た
が
、
こ
の
制
限
を
撤
廃
し

た
。
県
内
在
住
の
従
業
員
を

１
人
雇
用
す
る
ご
と
に

万

円
、
非
正
規
従
業
員
で
は
５

万
円
を
補
助
す
る
。

　
県
の
企
業
誘
致
活
動
を
主

導
し
て
い
る
の
が
千
葉
県
企

業
等
誘
致
推
進
本
部
。
千
葉

県
と
県
企
業
庁
、
県
都
市
開

発
公
社
、
県
ま
ち
づ
く
り
公

社
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
で
構
成

す
る
組
織
で
、
誘
致
促
進
に

む
け
た
戦
略
づ
く
り
や
政
策

を
検
討
す
る
。
近
年
力
を
入

れ
て
き
た
の
が
、
毎
年
都
内

で
開
く
「
千
葉
県
企
業
誘
致

セ
ミ
ナ
ー
」
だ
。
森
田
知
事

自
ら
が
壇
上
に
立
ち
、
県
外

企
業
に
千
葉
の
立
地
優
位
性

や
魅
力
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
す
る
取
り
組
み
で
、
昨

年
度
は
約
１
５
０
人
が
参

加
。

年
度
も
開
催
す
る
方

針
だ
。


